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平成 26 年度青葉区区民意識調査 調査概要 

 

調 査 の 目 的 青葉区にお住まいの皆さまの生活意識や区政に対する満足度、要望

等を的確に把握し、今後の区政運営に活かしていくことを目的とす

る。 

調 査 対 象 青葉区内在住の 16 歳以上の男女 3,000 人（うち外国人 60 人） 

抽 出 方 法 住民基本台帳からの無作為抽出 

調 査 方 法 郵送によるアンケート方式 

回 答 率   49.0％（有効回答者数 1,469 人） 

調 査 期 間 平成 26 年 6 月 9 日～6 月 23 日 

設 問 分 野   生活環境、定住意向、地域活動・地域社会、地域福祉、広報、読書

活動、区制 20 周年、健康 等 

図 表 の 見 方 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットの意味は次のと

おり。 

ＭＡ ：複数回答（マルチアンサー）の設問 

Ｎ ：その設問に対する回答者数  
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回答者の属性  

 

年齢（Ｆ１） 

 

最も多いのは 40 代から 50 代前半で合わせて 3 割強。 

 

 

 

性別（Ｆ２） 

 

女性が男性より 19.4 ポイント上回っている。 

 

 

 

3.1

3.3

4.6

5.6

7.6

10.6

10.3

10.8

7.1

9.5

7.8

8.0

10.1

1.6

0 10 20

16～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

N=1,469
複数回答

％

男性

575
39.1%

女性

859
58.5%

無回答

35
2.4%

N=1,469
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居住形態（Ｆ３） 

 

「持家（一戸建て）」と「持家（共同住宅）」を合わせると、持家率は７割を超

えている。 

 

 

 

家族構成（Ｆ４） 

 

「親と子（２世代）」が全体の 6 割弱、「夫婦だけ」が４分の１弱を占めている。 

 

 

 

  

持家（一戸建

て）

681
46.4%

持家（共同住

宅）

402
27.4%

借家（一戸建

て）

30
2.0%

借家（共同住

宅、社宅、公務

員住宅、寮）
324
22.1%

その他

3
0.2%

無回答

29
2.0%

N=1,469

ひとり暮らし

110
7.5%

夫婦だけ

366
24.9%

親と子（２世代）

863
58.7%

親と子と孫（３

世代）

84
5.7%

その他

17
1.2%

無回答

29
2.0%

N=1,469
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同居している家族（Ｆ５） 

 

「あてはまる家族はいない」を除いて、最も多いのは「65 歳以上の高齢者」で

全体の４分の１である。 

 

 

 

居住期間（Ｆ６） 

 

「10 年～20 年未満」が３割弱で最多、次いで「30 年以上」、「20 年～30 年未

満」、「５年未満」、「５年～10 年未満」の順である。 

 

 

 

 

  

11.8

17.3

17.6

26.1

34.3

5.4

0 10 20 30 40

乳幼児・未就学児

小学生、中学生

高校生、専門学校生、大学生

65歳以上の高齢者

あてはまる家族はいない

無回答

N=1,469
複数回答

％

5年未満

209
14.2% 5年～10年未満

186
12.7%

10年～20年未

満

402
27.4%

20年～30年

未満

262
17.8%

30年以上

382
26.0%

無回答(含わか

らない）

28
1.9%

N=1,469
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職業（Ｆ７） 

 

最も多いのは「正社員、正職員」で全体の３割弱を占める。次いで「家事専業（主

夫・主婦）」、「無職」、「アルバイト、パート」と続く。 

「職業あり」が「職業なし（学生・家事専業・無職）」を 9.7 ポイント上回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区（Ｆ８） 

 

 

「山内地区」「青葉台地区」「荏田・新荏田地区」「恩田地区」が多くなっている。 

 

 

  

4.4

3.3

6.0

4.0

9.1

11.4

12.8

6.7

13.1

11.6

3.8

6.2

4.2

3.3

0 10 20

中里地区

中里北部地区

市ケ尾地区

上谷本地区

谷本地区

恩田地区

青葉台地区

奈良町・奈良北団地地区

山内地区

荏田・新荏田地区

荏田西地区

すすき野地区

美しが丘地区

無回答
N=1,469

％

5.9

1.2

28.6

5.2

12.5

4.5

23.7

15.5

1.0

2.0

0 10 20 30 40

自営業・自由業

自営業の家族従業者

正社員、正職員

契約社員、派遣社員、嘱託職員

アルバイト、パート

学生

家事専業（主夫・主婦）

無職

その他

無回答
N=1,469

％

職業あり

783
53.3%

職業なし

641
43.6%

その他

15
1.0%

無回答

30
2.0%

N=1,469
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調査結果の概要  

 

１．住まいの周辺の生活環境について 

 

現在のお住まいの周辺の生活環境について（問１） 

 

「暮らしやすい」が半数を占めており、「どちらかというと暮らしやすい」を加え

ると 8 割以上が暮らしやすいと感じている。 

 

 

 

５年前との比較について（問２） 

 

「変わらない」が 6 割弱を占めている。次いで「よくなった」が 2 割強である。 

 

 

 
  

暮らしやすい

50.1
50.1%

どちらかという

と暮らしやすい

33.4
33.4%

どちら

ともい

えない
8.6
8.6%

どちらか

というと

暮らしに

くい

2.9
2.9%

暮らしにく

い

2.0
2.0%

無回答

3.1
3.1%

N=1,469

よくなった

332
22.6%

変わらない

837
57.0%

悪くなった

146
9.9%

わからない

86
5.9%

無回答

68
4.6%

N=1,469
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生活環境に関する満足度・５年前との比較（問３） 

 

＜満足度＞ 

 

「満足」「やや満足」を合わせた数値の上位項目は、「良好な街並みの整備」「緑

の保全と緑化の推進」「バスの便などの地域交通」「ごみの分別収集・リサイクル

やまちの美化」「通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備」「公園などの管理・

整備」で、これら６項目は「満足」「やや満足」を合わせた数値が 4 割を超えてい

る。 

 

 

  

22.6

17.1

12.3

19.3

4.9

13.5

16.5

15.2

5.7

4.4

3.2

3.6

3.1

2.9

2.7

9.8

1.7
5.8

3.3

7.2

23.9

25.8

25.7

33.4

12.9

28.3

30.2

30.4

15.3

14.4

8.4

14.2

8.6

12.3

7.5

25.1

3.2

17.7

10.6

20.4

23.1

34.2

37.4

35.7

39.5

42.7

39.1

38.5

51.4

47.9

47.7

39.6

46.8

37.2

35.3

41.9

31.3

39.9

47.7

48.1

12.9

12.8

10.6

5.9

20.8

6.0

6.5

9.1

5.7

10.0

3.2

6.3

4.2

6.5

5.0

12.5

4.9

12.6

5.0

7.7

11.0

7.4

6.5

2.7

12.8

2.7

2.5

4.2

2.5

3.6

1.2

3.5

1.0

3.3

2.9

3.1

2.9

6.0

2.1

3.7

4.6

0.3

4.8

1.0

6.6

5.0

3.1

1.2

17.6

17.4

33.3

28.9

32.9

35.0

42.9

5.4

52.0

15.2

27.8

10.9

2.0

2.4

2.6

2.0

2.5

1.8

2.2

1.6

2.0

2.4

3.0

3.9

3.3

2.9

3.7

2.3

4.0

2.8

3.5

2.0

0 20 40 60 80 100

① バスの便などの地域交通

② 通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

③ 放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

④ 良好な街並みの整備

⑤ 商店街の振興

⑥ 公園などの管理・整備

⑦ 緑の保全と緑化の推進

⑧ ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑨ 地域の防災体制の整備

⑩ 地域の防犯体制の整備

⑪ 食品衛生・環境衛生の監視・指導

⑫ 子育て支援や青少年の健全育成

⑬ 感染症・生活習慣病などの保健推進

⑭ 高齢者福祉

⑮ 障害者福祉

⑯ 病院などの医療環境

⑰ 経済的に困っている人の保護

⑱ 地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑲ 広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑳ 身近な区役所窓口のサービス

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 わからない 無回答

%
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＜以前との比較＞ 

 

「よくなった」の数値が最も高いのは「放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全

対策」で、以下「ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化」「公園などの管理・

整備」「良好な街並みの整備」「バスの便などの地域交通」が上位５項目である。 

 

 

  

14.8

13.1

23.4

15.5

7.9

15.7

9.6

17.6

9.4

7.6

2.5

7.6

3.9

7.4

4.4

13.3

1.4
7.0

5.3

11.9

56.2

64.9

48.5

62.7

51.7

58.2

62.6

55.9

53.4

52.8

44.6

42.1

42.3

37.0

33.3

58.2

29.5

55.1

46.2

55.9

6.5

3.7

4.0

3.2
16.0

3.3
5.8

6.7

1.1

3.0

1.0

2.0

0.5

2.6

1.6

3.1

2.2

2.6

0.8

1.4

8.4

4.1
9.3

4.4

10.3

8.8

7.5

5.7

21.7

22.0

36.4

33.1

37.2

37.5

44.8

10.2

50.9

20.1

31.8

16.1

14.1

14.2

14.8

14.2

14.1

14.0

14.5

14.2

14.4

14.6

15.5

15.2

16.0

15.5

15.9

15.2

16.1

15.1

15.9

14.8

0 20 40 60 80 100

① バスの便などの地域交通

② 通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

③ 放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

④ 良好な街並みの整備

⑤ 商店街の振興

⑥ 公園などの管理・整備

⑦ 緑の保全と緑化の推進

⑧ ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑨ 地域の防災体制の整備

⑩ 地域の防犯体制の整備

⑪ 食品衛生・環境衛生の監視・指導

⑫ 子育て支援や青少年の健全育成

⑬ 感染症・生活習慣病などの保健推進

⑭ 高齢者福祉

⑮ 障害者福祉

⑯ 病院などの医療環境

⑰ 経済的に困っている人の保護

⑱ 地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑲ 広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑳ 身近な区役所窓口のサービス

よくなった 変わらない 悪くなった わからない 無回答

%
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地域交通

道路整備

交通安全

街並み

商店街振興

公園

緑化

ごみ
防災体制

防犯体制

環境衛生

子育て

保健衛生

高齢者

障害者

医療環境

保護

公共施設

区民参加

区役所窓口

‐15.0

‐10.0

‐5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

‐40.0 ‐30.0 ‐20.0 ‐10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

よくなった

悪くなった

よくなった

悪くなった

満足不満

＜『満足度』と『以前と比べた変化』の関係＞ 

 

『満足度』『以前と比べた変化』について結果を点数化し、両者の関係をみると、

『満足度』では、「商店街の振興」、「経済的に困っている人の保護」を除いて「満

足」側にあり、『以前と比べた変化』では「商店街の振興」「経済的に困っている

人の保護」を除いて「よくなった」側に位置している。 

 

 

  『満 足 度 』と『以 前 と比 べた変 化 』の関 係  

 

 

  みどり ◇

安全 □

利便 ■

衛生 ＊

産業

福祉 ○

公共サービス ▲

区民参加 △

設問項目 省略表記 分野

①バスの便などの地域交通 地域交通 利便

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備 道路整備 利便

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策 交通安全 安全

④良好な街並みの整備 街並み みどり

⑤商店街の振興 商店街振興 産業

⑥公園などの管理・整備 公園 みどり

⑦緑の保全と緑化の推進 緑化 みどり

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化 ごみ 衛生

⑨地域の防災体制の整備 防災体制 安全

⑩地域の防犯体制の整備 防犯体制 安全

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導 環境衛生 衛生

⑫子育て支援や青少年の健全育成 子育て 福祉

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進 保健衛生 福祉

⑭高齢者福祉 高齢者 福祉

⑮障害者福祉 障害者 福祉

⑯病院などの医療環境 医療環境 福祉

⑰経済的に困っている人の保護 保護 福祉

⑱地区センター・スポーツセンターなどの施設 公共施設 公共サービス

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進 区民参加 区民参加

⑳身近な区役所窓口のサービス 区役所窓口 公共サービス

※満 足 度 ---「わからない」「無 回

答 」を除 いた構 成 比 を

用 い、「満 足 」2 点 、「や

や満 足 」1 点 、「ふつう」0

点 、「やや不 満 」-1 点 、

「不 満 」-2 点 を付 与 して

合 計 して算 出  

 

※以 前 と比 べた変 化 ---「わからな

い」「無 回 答 」を除 いた

構 成 比 を用 い、「よくな

った」1 点 、「かわらない」

0 点 、「悪 くなった」-1 点

を付 与 して合 計 して算

出  
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特に重視する生活環境（問４） 

「バスの便などの地域交通」が最も多く、半数近くの人が挙げている。次いで「良

好な街並みの整備」「病院などの医療環境」も 3 割を超えている。「商店街の振興」

「通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備」「地域の防犯体制の整備」が２割台

である。 

 

区役所が取り組む課題として特に重要だと思うこと（問５） 

「高齢者福祉」が３割強で最も多く、次いで「地域の防災体制の整備」「子育て

支援や青少年の健全育成」「地域の防犯体制の整備」が２割台である。 

 

 

 

49.7

33.3

32.1

25.1

24.9

22.5

19.5

14.0

13.8

10.6

7.7

7.4

5.1

5.0

2.7

2.0

1.9

0.8

0.8

0.7

5.2

0 20 40 60

バスの便などの地域交通

良好な街並みの整備

病院などの医療環境

商店街の振興

通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

地域の防犯体制の整備

高齢者福祉

緑の保全と緑化の推進

子育て支援や青少年の健全育成

ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

地域の防災体制の整備

公園などの管理・整備

地区センター・スポーツセンターなどの施設

放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

身近な区役所窓口のサービス

障害者福祉

経済的に困っている人の保護

食品衛生・環境衛生の監視・指導

広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

感染症・生活習慣病などの保健推進

無回答

N=1,469
複数回答

％

33.2

26.4

26.1

23.3

19.0

15.4

14.5

14.1

12.7

10.1

9.5

9.2

8.6

8.5

8.3

7.6

6.9

5.9

5.0

2.9

6.7

0 10 20 30 40

高齢者福祉

地域の防災体制の整備

子育て支援や青少年の健全育成

地域の防犯体制の整備

ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

病院などの医療環境

身近な区役所窓口のサービス

良好な街並みの整備

通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

緑の保全と緑化の推進

商店街の振興

障害者福祉

公園などの管理・整備

バスの便などの地域交通

経済的に困っている人の保護

地区センター・スポーツセンターなどの施設

広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

食品衛生・環境衛生の監視・指導

感染症・生活習慣病などの保健推進

無回答

N=1,469
複数回答

％
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２．定住意識について 

 

定住意識（問６） 

「青葉区に住み続けたい」が 85.2％。平成 23 年度から一貫して「青葉区に住み

続けたい」が 8 割を超えており、今年度調査は最多。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住み続けたくない」気持ちが「住み続けたい」気持ちに変わるために必要なこと 

（問６－１） 

「交通の便が良くなる」が５割強。次いで「自宅近くにスーパーや店ができる」

「趣味や余暇活動がしやすくなる」「病院や診療所が充実する」「環境が静かにな

る」 

 

 

  

53.9

41.6

28.1

23.6

20.8

17.4

14.6

11.2

10.7

10.7

26.4

4.5

0.6

0 20 40 60

交通の便が良くなる

自宅近くにスーパーや店ができる

趣味や余暇活動がしやすくなる

病院や診療所が充実する

環境が静かになる

自然環境に恵まれている

整然とした良好な街並みができる

教育や文化の水準があがる

学校や保育園・幼稚園が増える

近隣との関係がよくなる

その他

特に理由はない

無回答
N=178

複数回答

％

青葉区に住み

続けたい

1252
85.2%

青葉区以外に

住みたい

178
12.1%

無回答

39
2.7%

N=1,469

85.2

83.5

80.4

83.1

12.1

13.0

13.3

12.1

2.7

3.5

6.3

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26年度調査

25年度調査

24年度調査

23年度調査

青葉区に住み続けたい 青葉区以外に住みたい 無回答
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３．青葉区、横浜市への愛着について 

 

青葉区や横浜市への愛着や誇り（問７） 

青葉区への愛着や誇りを「感じている」人が全体の約半数を占める。「やや感じ

ている」を加えると８割強。横浜市に対しては「感じている」が４割強。平成 25

年度調査結果と比較すると、「感じている」と「やや感じている」の割合はほぼ横

ばいである。 

 

 

＜参考 青葉区への愛着や誇り：平成 25 年度調査結果との比較＞ 

 

 

 

  

49.1

43.2

33.2

31.1

10.8

13.8

3.7

6.3

1.4

1.9

1.0

1.4

0.8

2.4

0 20 40 60 80 100

青葉区というまちに対しての愛着や誇り

横浜市というまちに対しての愛着や誇り

感じている やや感じている どちらともいえない
あまり感じていない まったく感じていない わからない
無回答

%

49.1

51.9

33.2

30.6

10.8

9.2

3.7

3.9

1.4

1.3

1.0

1.1

0.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度・青葉区への愛着や誇り

平成25年度・青葉区への愛着や誇り

感じている やや感じている どちらともいえない あまり感じていない まったく感じていない わからない 無回答
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４．地域と生活について 

 

隣近所とのつき合い方（問８、問９） 

隣近所とのつき合い方については「道で会えば挨拶くらいする」が５割弱、「た

まに立ち話をする」は３割弱。隣近所とのつき合いをどのように感じているかにつ

いては「互いに干渉しあわず、さばさばしていて暮らしやすい」が６割超。  

 

【隣近所とのつき合い方】 

 

 

【どのように感じているか】 

 

 

 

  

顔もよ

く知ら

ない
158
10.8%

道で会えば挨

拶くらいする

679
46.2%

たまに立ち話を

する

425
28.9%

一緒に買い

物に行った

り、気のあっ

た人と親しく

している

101
6.9%

困ったとき

相談したり、

助け合った

りする

85
5.8%

無回答

21
1.4%

N=1,469

互いに干渉し

あわず、さばさ

ばしていて暮ら

しやすい

974
66.3%

人間関係が薄

く、みながばら

ばらな感じでさ

びしい

228
15.5%

親密な人間関

係があって、暮

らしやすい
216
14.7%

人間関係が

濃密で、わ

ずらわしい
10
0.7%

無回答

41
2.8%

N=1,469
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自治会・町内会への加入について（問 10） 

自治会・町内会に加入している人は全体の４分の３。加入していない理由は「加

入を勧誘されなかった」が約４割で最多。 

 

 

＜自治会・町内会に加入していない理由＞ 

 

 

  

加入している

1118
76.1%

加入してい

ない

320
21.8%

無回答

31
2.1%

N=1,469

41.9

23.1

21.6

14.7

9.7

17.2

3.4

0 10 20 30 40 50

加入を勧誘されなかった

加入することの利益を感じない

加入の仕方がわからない

いろいろな役をやらされそう

近所づきあいが煩わしい

その他

無回答

N=320
複数回答

％



 15

住んでいる地域の課題・問題（問 11） 

 

「高齢化による介護問題の深刻化」が４割弱で最多。「子どもが安心して遊ぶ場の

不足」、「地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足」、「災害に対する備

えの不足」、「近隣の人とのつきあいの希薄化」が２割を超えている。 

平成 25 年度調査と比較すると、「近隣の人とのつきあいの希薄化」が 20.4 ポイン

ト減少、「子どもが安心して遊ぶ場の不足」「地域にあるボランティア団体や活動団

体の情報不足」「地域に関する情報の不足」が順位を上げている。 

 

 

  

36.9

23.8

21.9

21.0

20.6

19.5

17.2

16.3

16.3

15.8

14.3

14.0

14.0

13.8

10.7

10.3

10.3

8.8

7.4

6.9

6.8

6.2

4.6

3.6

3.5

3.3

5.4

9.5

0 10 20 30 40

高齢化による介護問題の深刻化

子どもが安心して遊ぶ場の不足

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足

災害に対する備えの不足

近隣の人とのつきあいの希薄化

子どもの減少による地域活力の低下

段差解消などバリアフリーの不足

地域に関する情報の不足

バスの便の減少

身近な健康づくりの場の不足

身近な日用品販売店の不足

子どもたちの将来への不安

高齢者や障害者の外出困難

犯罪の増加・治安の悪化

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

家庭・地域の子育て機能の低下

地域活動をする場所の不足

認知症者に対する理解の不足

障害者の高齢化・重度化

ニートとなる青少年の増加

住宅の建て替えの増加

障害者に対する理解不足

青少年の非行

不登校、ひきこもりの増加

発達障害児・者への支援の不足

障害者の就労支援の不足

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％
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＜参考 平成 25 年度調査結果との比較＞ 

 

＜参考 平成 25 年度調査結果との比較 上位 16 位＞ 

 

注）薄い網掛けは２つ以上順位を上げた項目、濃い網掛けは２つ以上順位を下げた項目 

36.9 

23.8 

21.9 

21.0 

20.6 

19.5 

17.2 

16.3 

16.3 

15.8 

14.3 

14.0 

14.0 

13.8 

10.7 

10.3 

10.3 

8.8 

7.4 

6.9 

6.8 

6.2 

4.6 

3.6 

3.5 

3.3 

5.4 

9.5 

33.3 

18.5 

14.8 

20.4 

41.0 

15.9 

17.8 

12.1 

13.1 

12.4 

14.9 

11.4 

15.2 

8.1 

9.2 

6.2 

6.4 

6.3 

7.8 

3.9 

6.8 

5.6 

4.8 

4.9 

4.2 

4.0 

9.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

高齢化による介護問題の深刻化

子どもが安心して遊ぶ場の不足

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足

災害に対する備えの不足

近隣の人とのつきあいの希薄化

子どもの減少による地域活力の低下

段差解消などバリアフリーの不足

地域に関する情報の不足

バスの便の減少

身近な健康づくりの場の不足

身近な日用品販売店の不足

子どもたちの将来への不安

高齢者や障害者の外出困難

犯罪の増加・治安の悪化

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

家庭・地域の子育て機能の低下

地域活動をする場所の不足

認知症者に対する理解の不足

障害者の高齢化・重度化

ニートとなる青少年の増加

住宅の建て替えの増加

障害者に対する理解不足

青少年の非行

不登校、ひきこもりの増加

発達障害児・者への支援の不足

障害者の就労支援の不足

その他

無回答

26年度調査 25年度調査

近隣の人とのつきあいの希薄化 41.0 高齢化による介護問題の深刻化 36.9

高齢化による介護問題の深刻化 33.3 子どもが安心して遊ぶ場の不足 23.8

災害に対する備えの不足 20.4 地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足 21.9

子どもが安心して遊ぶ場の不足 18.5 災害に対する備えの不足 21.0

段差解消などバリアフリーの不足 17.8 近隣の人とのつきあいの希薄化 20.6

子どもの減少による地域活力の低下 15.9 子どもの減少による地域活力の低下 19.5

犯罪の増加・治安の悪化 15.2 段差解消などバリアフリーの不足 17.2

子どもたちの将来への不安 14.9 地域に関する情報の不足 16.3

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足 14.8 バスの便の減少 16.3

バスの便の減少 13.1 身近な健康づくりの場の不足 15.8

身近な健康づくりの場の不足 12.4 身近な日用品販売店の不足 14.3

地域に関する情報の不足 12.1 子どもたちの将来への不安 14.0

高齢者や障害者の外出困難 11.4 高齢者や障害者の外出困難 14.0

家庭・地域の子育て機能の低下 9.2 犯罪の増加・治安の悪化 13.8

子ども・高齢者・障害者などの相談窓口の不足 8.1 子ども・高齢者・障害者などの相談窓口の不足 10.7

ニートとなる青少年の増加 7.8 →20位 家庭・地域の子育て機能の低下 10.3

25年度 26年度
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日常生活で困ったときの相談相手（問 12） 

 

「家族・親戚」が 84.0％で突出して多く８割超。次いで「友人」が約半数である。 

 

 

  

84.0

49.6

15.8

4.4

3.5

3.5

1.0

0.5

2.6

5.4

1.8

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

友人

近所の人

区役所の職員

自治会・町内会の人

地域ケアプラザの職員

民生委員

社会福祉協議会の職員

相談したいが相談できる相手がいない

相談する必要がない、自分で解決している

無回答

N=1,469
複数回答

％
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５．地域の福祉保健活動について 

地域活動への参加の有無（問 13） 

参加率が高いのは「お祭り・運動会等の地域住民交流の活動」」「趣味の活動」「健

康・スポーツの活動」。何らかの活動に参加しているのは全体の４割。参加意向が高

いのは「災害に備えた助け合いの活動」「健康・スポーツの活動」「趣味の活動」が

３割超。 

 

【参加実績】 

 

【参加希望】 

 

29.8

10.9

10.8

7.3

2.9

3.9

6.3

2.2

3.0

7.9

41.0

34.3

35.9

23.8

15.3

22.2

13.3

13.3

18.0

18.4

18.4

42.1

40.4

53.3

65.8

60.1

65.8

69.5

64.2

59.4

10.8

12.7

13.0

15.7

16.0

13.8

14.6

15.0

14.8

14.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

① お祭り・運動会等の地域住民交流の活動

② 趣味の活動

③ 健康・スポーツの活動

④ 子育てを支援する活動

⑤ 小中学生の居場所づくり

⑥ 高齢者を支援する活動

⑦ 日常生活での住民の支え合い

⑧ 障がいがある人との交流の活動

⑨ ボランティア育成に関わる活動（ボランティア講座等

⑩ 災害に備えた助け合いの活動

参加している 知っているが、参加していない 知らない 無回答

%

23.3

30.7

32.1

15.3

15.2

19.2

21.2

14.8

21.7

37.5

40.7

27.7

27.3

33.0

30.0

22.2

19.3

22.4

22.0

13.3

25.3

31.3

29.0

39.2

42.1

46.8

48.1

50.5

44.6

37.7

10.8

10.2

11.6

12.5

12.7

11.7

11.5

12.4

11.7

11.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

① お祭り・運動会等の地域住民交流の活動

② 趣味の活動

③ 健康・スポーツの活動

④ 子育てを支援する活動

⑤ 小中学生の居場所づくり

⑥ 高齢者を支援する活動

⑦ 日常生活での住民の支え合い

⑧ 障がいがある人との交流の活動

⑨ ボランティア育成に関わる活動（ボランティア講座…

⑩ 災害に備えた助け合いの活動

参加したいと思う 参加したいと思わない わからない 無回答

%
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参加したきっかけは「自治会・町内会からの誘い」「友人・知人からの誘い」が３

割超。 

参加して良かったと思うことは「新しい友人・知人ができた」が約４割。次いで「生

活に充実感ができた」「地域に貢献できた」「お互いに助け合うことができた」が続く。  

 

 

【活動に参加したきっかけ】 

 

 

【活動に参加して良かったと思うこと】 

 

  

37.9

33.1

28.8

24.5

8.3

7.8

8.1

5.6

0 10 20 30 40

自治会・町内会からの誘い

友人・知人からの誘い

回覧板をみて

役員になったことで

活動団体からの誘い

家族のすすめ

その他

無回答

N=604
複数回答

％

40.6

31.0

28.8

19.7

11.9

9.3

14.9

5.8

0 10 20 30 40 50

新しい友人・知人ができた

生活に充実感ができた

地域に貢献できた

お互いに助け合うことができた

健康や体力に自信がついた

自分の技術・経験を活かすことができた

特になし

無回答

N=604
複数回答

％
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地域で手助けができること、手助けしてもらいたいこと（問 14） 

手助けできることは「安否確認の声掛け」で７割超。次いで「災害時の避難の手助

け」「急に具合が悪くなった時の手助け」が半数超。 

手助けしてほしいことについては、「無回答」が最多、次いで「急に具合が悪くなっ

た時の手助け」「災害時の避難の手助け」が３割超。  

 

 

【地域で手助けができること】 

 

 

【手助けしてもらいたいこと】 

 

  

72.4

53.6

51.2

45.4

32.1

31.7

16.5

12.2

8.0

7.1

0.5

14.1

0 20 40 60 80

安否確認の声掛け

災害時の避難の手助け

急に具合が悪くなった時の手助け

ちょっとした買い物やゴミだし

話し相手や相談相手

ちょっとした力仕事

通院の送迎や外出の付き添い

食事づくりや掃除・洗濯の手伝い

気軽に行かれる自由な居場所の提供

食事の提供

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％

34.5

33.0

25.3

12.8

8.6

7.6

7.6

5.4

3.3

3.2

0.5

48.1

0 20 40 60

急に具合が悪くなった時の手助け

災害時の避難の手助け

安否確認の声掛け

ちょっとした力仕事

ちょっとした買い物やゴミだし

話し相手や相談相手

気軽に行かれる自由な居場所の提供

通院の送迎や外出の付き添い

食事の提供

食事づくりや掃除・洗濯の手伝い

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％



 21

青 葉 区 で今 後 もさらに必 要 だと感 じる取 組（問 15） 

 

「災害時でも安心のまちづくりの推進」が約半数。次いで「高齢者・障がい者の暮ら

しの支援」「情報の有効活用」「子ども・青少年の健全育成」が２割超。  

 

 

６．広報について 

青葉区の情報の入手手段（問 16） 

 

「広報よこはま青葉区版」が７割。次いで「自治会・町内会の回覧板・掲示板」「タ

ウン誌・ミニコミ誌などフリーペーパー」「地区センター、コミュニティハウスの掲示

板・配架チラシ」と続いている。 

情報を得ていない理由は「知らなかった・気づかなかった」が約半数。  

 

【情報の入手手段】 

 

 

  

48.5

27.6

26.1

24.2

14.8

12.3

11.4

8.8

3.7

6.1

0 10 20 30 40 50

災害時でも安心のまちづくりの推進

高齢者・障がい者の暮らしの支援

情報の有効活用

子ども・青少年の健全育成

地域福祉保健の担い手としての団体及び人材の育成

健康長寿のまちづくりの推進

活動のネットワークの強化

福祉保健活動の場や機会の充実

特になし

無回答

N=1,469
複数回答

％

70.4

55.6

22.1

17.8

9.3

8.7

7.1

4.5

2.8

1.5

0.4

0.3

0.3

11.5

1.0

0 20 40 60 80

広報よこはま青葉区版

自治会・町内会の回覧板・掲示板

ﾀｳﾝ誌・ﾐﾆｺﾐ誌などフリーペーパー

地区センター、コミュニティハウスの掲示板・配架チラシ

車内やバスなどの交通広告

新聞・テレビ・ラジオ・一般のウェブサイト

青葉区のウェブサイト

区民活動支援センターの掲示板・配架チラシ

ケーブルテレビ（あおバリューTVなど）

青葉区民ポータルサイト（あおばみん）

青葉区Twitter

コミュニティFM（あおバリューRadioなど）

その他

特に情報を得ていない

無回答

N=1,469
複数回答

％
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【情報を得ていない理由】 

 

青葉区広報テレビ番組について（問 17） 

 

「見たことがない」が９割弱。平成 23 年度、平成 25 年度調査と比較すると、「見た

ことがある」の割合は増加傾向である。 

視聴手段については、「ケ－ブルテレビイッツコム及びジェイコム」が８割弱。見て

いない理由は「知らなかった・気づかなかった」が８割超。 

 

【視聴の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視聴手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.2

24.3

23.7

17.2

16.0

11.8

1.2

1.2

0 10 20 30 40 50

知らなかった・気づかなかった

時間がない

区の情報に関心がない

わかりにくい

知りたい情報がない

必要な情報は、他の手段で得ている

その他

無回答

N=169
複数回答

％

8.2

4.6

2.7

89.5

93.8

89.6

2.2

1.6

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度

平成25年度

平成23年度

見たことがある 見たことがない 無回答

78.5

16.5

7.4

3.3

0.8

1.7

0 20 40 60 80

ケ－ブルテレビイッツコム及びジェイコム

区庁舎のモニター

青葉区のウェブサイト

インターネット動画サイト

その他

無回答

N=121
複数回答

％
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【見ていない理由】 

 

青葉区広報ラジオ番組について（問 18） 

 

「聴いたことがない」が 94.8％と９割以上を占め、圧倒的多数。平成 23 年度、平成

25 年度調査と比較すると、「聴いたことがある」の割合は微減傾向である。 

聴取手段については、「FM サルース」が８割強。聴いていない理由は「知らなかった・

気づかなかった」が８割強。 

 

【聴取の有無】 

 

【聴取手段】 

 

81.2

13.2

12.0

11.6

5.1

4.1

0.6

0.5

0 20 40 60 80 100

知らなかった・気づかなかった

時間がない

視聴環境が整っていない

必要な情報は、他の手段で得ている

区の情報に関心がない

知りたい情報がない

その他

無回答

N=1,315
複数回答

％

3.3

4.6

6.7

94.8

92.6

89.2

2.0

2.8

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度

平成25年度

平成23年度

聴いたことがある 聴いたことがない 無回答

83.3

8.3

6.3

4.2

2.1

0 20 40 60 80 100

ＦＭサルース（84.1MHz）

インターネットラジオ

青葉区のウェブサイト

その他

無回答
N=48

複数回答

％
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【聴いたことがない理由】 

 

 

今後、力を入れてほしい広報媒体（問 19） 

 

「広報よこはま青葉区版」が約半数。次いで「自治会・町内会の回覧板・掲示板」「タ

ウン誌・ミニコミ誌などフリーペーパー」。 

 

 

 

  

83.3

11.0

10.8

8.4

4.7

3.9

1.7

0.6

0 20 40 60 80 100

知らなかった・気づかなかった

時間がない

必要な情報は、他の手段で得ている

聴取環境が整っていない

区の情報に関心がない

知りたい情報がない

その他

無回答

N=1,392
複数回答

％

50.3

31.4

20.0

16.2

15.0

14.7

10.1

5.3

5.0

2.9

2.8

1.3

0.7

13.6

5.9

0 10 20 30 40 50 60

広報よこはま青葉区版

自治会・町内会の回覧板・掲示板

ﾀｳﾝ誌・ﾐﾆｺﾐ誌などフリーペーパー

青葉区のウェブサイト

車内やバスなどの交通広告

地区センター、コミュニティハウスの掲示板・配架チラシ

新聞・テレビ・ラジオ・一般のウェブサイト

ケーブルテレビ（あおバリューTVなど）

区民活動支援センターの掲示板・配架チラシ

青葉区Twitter

青葉区民ポータルサイト（あおばみん）

コミュニティFM（あおバリューRadioなど）

その他

特になし

無回答

N=1,469
複数回答

％
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青葉区で関心のあるテーマ、広報を充実してほしいテーマ（問 20） 

 

 

「健康・医療」が約６割。次いで「防災・防犯」「福祉」「スポーツ・文化」が続く。

横浜市調査との比較では、「健康・医療」「防災・防犯」「スポーツ・文化」「子

育て・青少年」の項目で、区の割合が高くなっている。 

 

 

 

＜参考 平成 25 年度横浜市の広報に関するアンケート調査結果との比較＞ 

 

  

60.8

51.2

33.5

30.4

27.3

25.4

25.0

22.1

19.4

6.5

1.0

4.5

0 20 40 60 80

健康・医療

防災・防犯

福祉

スポーツ・文化

子育て・青少年

環境

観光・イベント

都市整備

教育

産業・経済

その他

無回答
N=1,469
複数回答

％

60.8

51.2

33.5

30.4

27.3

25.4

25.0

22.1

19.4

6.5

1.0

4.5

52.9

37.4

39.5

21.2

23.5

35.5

39.7

24.8

22.6

12.1

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健康・医療

防災・防犯

福祉

スポーツ・文化

子育て・青少年

環境

観光・イベント

都市整備

教育

産業・経済

その他

無回答

平成26年度青葉区 平成25年度横浜市

％
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７．読書活動について 

読書の状況（問 21） 

 

現在ひと月に読む本の冊数は「１－２冊」が最も多く全体の 4 割強。今後、ひと月

に読みたい本の冊数は「１－２冊」が最も多く全体の７割弱。本を読まない理由は、

「本を読む時間がない」が５割強、「テレビ等の映像の方が面白いから」が３割強。 

 

【読む本の冊数】 

 

【本を読まない理由】 

 

【本の入手方法】 

 

26.1

44.0

16.7

6.1

3.7

3.4

8.4

66.4

11.5

3.1

1.5

9.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

0冊

1－2冊

3－4冊

5－9冊

10冊以上

無回答

現在、ひと月に読む本の冊数 今後、ひと月に読みたい本の冊数

％

53.8

32.9

17.0

9.7

12.8

1.3

0 20 40 60

本を読む時間がない

テレビ等の映像の方が面白いから

読みたい本がない

本を買う余裕がないから

その他

無回答
N=383

複数回答

％

77.6

28.3

26.7

24.1

2.2

3.3

0 20 40 60 80 100

書店で購入する

図書館や地区センターなどで借りる

リサイクル文庫を利用する

インターネットで購入する

その他

無回答

N=1,036
複数回答

％
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電子書籍の利用状況（問 22） 

 

「知っているが、今後利用するつもりはない」が 46.8％で半数弱を占めている。既

に利用している人は 1 割弱。今後利用したい人は約２割。現在利用している人は月に

「１－２冊」読む人が最多。「小説・文芸」「実用書」「漫画」「雑誌」を読む人が

多い。 

【電子書籍の利用状況】 

 

 

【電子書籍の利用冊数】 

 

【利用する電子書籍の種類】 

 

 

  

すでに利用して

いる

131
8.9%

知っていて、今

後利用したい

281
19.1%

知っているが、

今後利用する

つもりはない
687

46.8%

利用するつもり

はない

290
19.7%

無回答

80
5.4%

N=1,469

０冊（全く読まな

い）

11
8.4%

１－２冊

87
66.4%

３－４冊

15
11.5%

５－９冊

4
3.1%

10冊以上

2
1.5%

無回答

12
9.2%

N=131

47.3

29.8

25.2

19.1

16.0

13.0

11.5

6.9

3.8

1.5

1.5

9.9

0 20 40 60

小説・文芸

実用書

漫画

雑誌

ビジネス書

新聞

専門書

辞典・図鑑

歴史・郷土資料

絵本・児童書

その他

無回答

N=131
複数回答

％
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どこから本を借りているか（問 23） 

 

「山内図書館」が最多で約３割で最も多い。 

 

 

「図書取次サービス」の認知度（問 24） 

 

「知らない」が最も多く６割近くを占める。 

 

 

  

27.8

8.8

8.2

4.2

3.9

3.1

2.6

2.5

1.8

1.2

1.2

0.7

0.4

0.2

0.2

38.9

1.1

14.2

0 10 20 30 40

山内図書館

友人

地区センター

緑図書館

都筑図書館

コミュニティハウス

学校図書館

大学図書館

インターネット・電子書籍

山内・都筑・みどり図書館以外の横浜市立図書館

他都市の図書館

神奈川県立図書館

地域・家庭文庫

移動図書館はまかぜ号

区民活動支援センター

借りない

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％

利用したことが

ある

206
14.0%

知ってい

るが、利

用したこ

とがない

370
25.2%

知らない

847
57.7%

無回答

46
3.1%

N=1,469
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「返却ポスト」の認知度（問 25） 

 

「知らない」が最も多く４割強を占める。 

 

 

 

 

どのようにすればもっと読書ができると思うか（問 26） 

 

「自分の生活スタイルが変わる」「書店が利用しやすくなる」「市立図書館が利用し

やすくなる」「身近な公共施設の図書コーナーが利用しやすくなる」が３割以上。 

 

 

  

利用したことが

ある

294
20.0%

知っているが、

利用したことが

ない
477
32.5%

知らない

656
44.7%

無回答

42
2.9%

N=1,469

35.9

35.0

31.0

30.3

9.0

4.1

5.9

12.0

0 10 20 30 40

自分の生活スタイルが変わる

書店が利用しやすくなる

市立図書館が利用しやすくなる

身近な公共施設の図書コーナーが利用しやすくなる

学校図書館が利用しやすくなる

地域で読書に関する活動が行われる

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％
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現在関わっている、または今後関わってみたい読書に関する活動（問 27） 

 

「読んだ本の感想について、家族や友人等と話し合う」「読み聞かせ等の読書ボラン

ティア活動」が多い。 

 

 

８．区制２０周年について 

 

区制 20 周年の認知度（問 28） 

 

「知らない」は 63.0％で全体の６割強を占めている。記念事業に「参加していない」

は全体の約９割を占めている。区制 20 周年を知ったきっかけは６割以上が「広報よ

こはま青葉区版」を挙げている。記念事業をどのように感じるかについては「自分の

暮らしている青葉区について、見直す機会になった」が４割弱で最多。 

 

【区制 20 周年の認知度】  

 

 

 

  

18.2

12.4

8.5

7.3

5.0

8.6

47.3

0 10 20 30 40 50

読んだ本の感想について、家族や友人等と話し合う

読み聞かせ等の読書ボランティア活動

読んだ本の感想をインターネット等で発信する

読書会

団体貸出やグループ貸出等の利用

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％

知っている

521
35.5%

知らない

925
63.0%

無回答

23
1.6%

N=1,469
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【区制 20 周年事業への参加状況】 

 

【区制 20 周年を知ったきっかけ】 

 

【区制 20 周年に対する所感】 

 

参加者として参

加した

27
5.2%

運営側として参

加した

2
0.4%

参加者・運営

側、両方の立

場で参加した
7

1.3%

参加していない

470
90.2%

無回答

15
2.9%

N=521

66.2

16.1

12.3

9.4

9.2

9.0

3.6

3.3

2.3

1.2

0.8

0.6

9.2

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

広報よこはま青葉区版

ポスター

のぼり旗

ﾀｳﾝ誌・ﾐﾆｺﾐ誌などフリーペーパー

広報用チラシ

横断幕

青葉区ウェブサイト

区制20周年ニュース

イベントでの広報

郵便局のラッピングカー

公用車のマグネットシート

コミュニティＦＭ

その他

無回答

N=521
複数回答

％

37.6

21.5

20.7

9.2

4.2

4.0

4.4

14.2

0 10 20 30 40

自分の暮らしている青葉区について、

見直す機会になった

関心がない

青葉区に対する愛着がより強くなった

地域や団体、企業などが記念事業を実

施することで、街が活気づいた

意味がない

20周年事業などを通し、周囲の人との

交流が盛んになった

その他

無回答

N=521
複数回答

％
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これからの青葉区で大切なこと（問 29） 

 

 

「緑豊かな自然環境」が最も多く、約半数が挙げている。次いで「整然とした美しい

街並み」「活気あふれる商業施設」が３割超。 

 

 

 

９．健康について 

 

健康状態（問 30） 

 

「健康である」「どちらかというと健康である」を合わせると８割以上が自分の健康

状態は良いと考えている。 

 

 

  

50.4

36.4

31.3

25.9

24.2

2.1

4.4

0 20 40 60

緑豊かな自然環境

整然とした美しい街並み

活気あふれる商業施設

住民同士の交流や支え合い

地域活動の活性化

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％

健康である

666
45.3%どちらかといえ

ば健康である

551
37.5%

どちらかといえ

ば健康ではな

い
169
11.5%

健康ではない

59
4.0%

無回答

24
1.6%

N=1,469
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健康のために気をつけていること（問 31） 

 

「食事・栄養に気をつける」が７割弱で最多。次いで「なるべく体を動かしたり、運

動したりする」が５割超。 

 

 

 

１回 30 分以上の運動の頻度（問 32） 

 

「週２日以上」「週１回程度」をあわせると、全体の５割強が週１回以上の運動をし

ていることがわかる。「行っていない」人は３割。 

 

 

  

65.7

55.7

41.9

41.0

30.4

29.9

27.8

27.4

21.2

0.5

2.9

0 20 40 60 80

食事・睡眠に気をつける

なるべく体を動かしたり、運動したりする

休養や睡眠を十分にとる

定期的に健康診断を受ける

ストレスの解消を心がける

※タバコを吸わない、やめた、または本数を減らした

日頃から体重や血圧などのチェックをする

健康や病気に関するテレビ・新聞を見て、知識を身につける

※お酒を飲みすぎない

その他

無回答

N=1,469
複数回答

％

週２回以上

494
33.6%

週１回程度

292
19.9%

２週間に

１回程度

88
6.0%

１か月に１回程

度

83
5.7%

行っていない

466
31.7%

無回答

46
3.1%

N=1,469
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定期的な歯科検診の有無の有無（問 34） 

 

受診している人が５割強。 

 

横浜市の歯周疾患検診の認知度（問 35） 

 

「知らない」が 85.2％で８割強。受診したことのある人は 2％にとどまっている。 

 

 

歯周病が、糖尿病・心疾患などの全身疾患と関連があることの認知度（問 35） 

 

７割弱が認知している。 

 

はい

788
53.6%

いいえ

648
44.1%

無回答

33
2.2%

N=1,469

受診した

ことがあ

る
30

2.0%

知っているが、

受診したことが

ない
145
9.9%

知らない

1252
85.2%

無回答

42
2.9%

N=1,469

はい

994
67.7%

いいえ

435
29.6%

無回答

40
2.7%

N=1,469
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10．郵便局での証明発行サービスについて 

 

郵 便 局 での証明発行サービスについて（問 37） 

 

「知っており、住民票・印鑑証明を取得したことがある」が３割超。 

 

 

 

11．駅周辺のまちづくりについて 

 

日常的に最もよく利用する駅（問 38） 

 

「青葉台駅」が３割。次いで「あざみ野駅」「たまプラーザ駅」が多い。 

 

 

（注）設問は「○はひとつだけ」だったが、複数に回答される人が多かったので複数回答扱いとした 

 

  

32.9

23.3

17.5

15.1

13.2

12.2

4.8

4.8

0 10 20 30 40

知っており、住民票・印鑑証明を取得したことがある

知らないが、今後住民票・印鑑証明を取得したい

知らないし、今後も利用するつもりはない

知っているが、利用したことがない。今後は利用したい

知っており、戸籍謄抄本を取得したことがある

知らないが、今後戸籍謄抄本を取得したい

知っているが、利用したことがなく、今後も利用するつもりはない

無回答

N=1,469
複数回答

％

30.8

19.8

17.7

10.5

9.7

6.2

3.1

2.4

2.4

0.9

1.6

0 10 20 30 40

青葉台駅

あざみ野駅

たまプラーザ駅

市が尾駅

藤が丘駅

江田駅

こどもの国駅

田奈駅

その他の駅

恩田駅

無回答

N=1,469
複数回答

％
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普段利用する駅周辺に不足していると思う機能や施設（問 39） 

 

「映画館や劇場などの文化施設」が４割で最多。次いで「趣味や余暇活動のための多

目的施設」「飲食店」が２割超。 

 

 

  

41.5

25.6

22.9

19.9

14.8

13.8

9.3

8.9

7.0

18.3

4.6

0 10 20 30 40 50

映画館や劇場などの文化施設

趣味や余暇活動のための多目的施設

飲食店

専門店

スーパー

百貨店

医療機関

働く場

その他

特に不足しているものはない

無回答

N=1,469
複数回答

％
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